
 

 

  

  

 

雨乞い（あまごい）  日照りが続いた時、神仏などに雨が降るように祈る様子 

             用例・・・・「もう、こうなったら雨乞いでもしますかぁ？」 

確か、梅雨入りしましたよね？そして今は梅雨真っ最中ですよね？ここまで降らないのも珍しいです。 

今年は春の洗濯物の量が少なかったと感じていましたが、今頃になって洗濯機がよく稼動しています。他

店の状況が気になるオーナー様もいらっしゃると思います。最近のコインランドリーの状況を簡単に説明す

ると・・・ 

例年のように冬物の洗濯は 6 月中旬を向かえ今頃出てきています。 

乾燥は梅雨の雨が少ないこともあり殆ど回転していない状況です。 

6 月の後半には雨が続く日が来るようなので期待したいところです。 

 

さて今回の話は・・・営業時間と電気料金の関係性です 

一般的なコインランドリーの 24 時間営業のお店で 

従量電灯代（100V）は 約 35,000 円（エアコン・看板灯により上下はあります） です 

単純に考えて 1 日の電気代は 1,200 円くらいとなり 

ではこれを基に 24 時間でない店は？営業時間 6 時～11 時（17 時間） 

17 時間×1,200 円＝20,400 円 となります 

（基本料金や使用量など細かい計算方法がありますが、今回は無視します） 

   35,000 円－20,400 円＝差額 14,600 円 

   ここでやっと本題ですが、では 14,600 円が純利益と考えて 

いったいどのくらいの売上が必要かという質問です。 

単純に考えて 42,000 円の売上額が必要になります。 

という事はもっと噛み砕いて説明すると・・・ 

1 日で 500 円の電気代節約をする 

       又は 

1 日で 1,400 円の売上をする 

   この二つが選択肢となります。更に補足をすると営業時間が夜 11 時～朝 6 時までの間で 

   1,400 円以上の売上をしているお店は 24 時間営業を提案します。 

   まあ、厳密に言うと蛍光灯の消耗・店舗の汚れ・オーナー様の管理体制・地域性・便利性・他  

かなりの判断材料が関係してきます。多角的に考え検討していきたいですね。 

 

あっ！ちなみに自動で扉をロックや解除する 自動ドア や 時間が来たら点いたり消えたりする 

 電灯 は後からでも取り付けれます。 

これを機に検討してみようかと考えられているなら、一度相談して下さいね 

 


